
CONTAX 



このたびは、コンタックス G 2/ G 2 D をお買い上げいただきありがとうござい 
まず。 

このカメラは、作品を作るカメラという CONTAX の思想を受け継ざなが 
5、一眼レフとは別の使いやずさを目指した、新しいコンセプトに基づく 
3已 mm フオーカルプレンシヤツター式 AF レンジファインダーカメラでず。 
TTL 実絞り測光による絞り優先 AE 、 最高1/目000秒までの高性能フオーカル 
プレンシャッター、最高約4コマ/巧の連続撮影など、コンパクトなボディに 
高機能を納めていまず。 

ご使用になる前にこの取扱説明書をよ<お読みいただき、正しい取扱いで末永 
ぐご愛用ください。 


この孩扱就明爱の说巧巧客は、コンタックス G マウント 
のブラナー T *4 已 rnm F 2 巧 G 2 で行っていますか、他の 
コンタックス G マウントカールツァイスな換レンスや、 
データパック GD -2 を装谊した巧をも簡こ記載がない抵〇 
使用方法は同じです。コンタックス G 2 D にはデータバッ 
ク GD -2 が極準裝搁ごむています。データパック GD -2 の 
取扱お巧 g をがせてぉ統みくだごい。 

• ぶロコン 16 mnnF 8 をご1 ず巧のときは、必ず「ぶ□コ 
ン1 6 mnnF 8 について」 （ P 76) およびレンズの敢扱酷 
明 S をがせてお新みください。 



この取扱巧巧*は、因のようにして S 部の名称と照らし 
合わせて読むことができます。 






各部のを称 


タイレクト X 巧点—— 

巧巧スト□ボ 連が 搜点- 
アクセヴ ij ーシコ¬ 
な 出铺正 タイ 1 フル (P 己 2) 

A . 目. CL / A - ( P 56) 

タイヤルお巧 
シャッタースピードタイヤル_ 
( P 2 呂） 

シャッ タースヒードタイヤル- 
□ック解なボタン 

フィルムカウンター ( P 19) - 

インスイッチ （ PIS ) - 

シャツターか夕 - 


ケーブルスイッチソケッ I 
フスー カスタ'イヤル—— 



たルフタイ7 — LED 



一 据鋒运聋诣巧 

表示パネル （ P 18.: 
ドライブモード切0替え 
ダイヤル （ P 29 .I 
— に日ボタン （ P 24} 
アクティブ AF 用測おを 
(ホが採発光雜 
巧〇话 
ファインター 
■レンス指巧 

レンズ取りはずしボタン 
( P 14) 


-バッシブ AF 用測距晋 
アクティブ AF 用剧をお慢光邮 


外部測光窓 

















































ストラツブの取巧けかた 


図にならって取付けて<ださい。 



〇 
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ビントの含わせかた 
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爆影の早わか 0 




3 メインスイッチを " ON " 
にしまず。 （ P 1 已） 
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5 DX フイルムを入れ、 
巧端をオレンジ色の" I " 
マークのイ立窗まで引出し、 
そのままスプールの上にの 
せて、裏ぶたを閉じまず。 
( P 22) 



〇絞りをセツトしまず。 


ファインダー内 フォー 
カスフレームを被写が 
に向け、シャツターボタン 
を半巧ししまず。 （ P 36) 

1 A 測距マークび点打しま 
Av ず。 シャツ ターボタン 
を押し込んで撮影しまず。 
( P 36) 














































ちをに閲ずる表示について 

この取のぶ明おでは.この力;<ラを巧をに巧巧しでいた 
だくために、なのような友示をしていまず，巧容をよく 
お結みいたださ、正しく使用しでくだごい。 


A 注意 


このマークは、お品を足しくお巧いい 
ただけなかった場食に、お品の巧用若 
等が ii 番を哲ラをなおよ Of 核!的が惡の 
発ちが巧を:されることを示しまず。 


A 酱告 


このマークは、裝品を化しくお巧いいた 
だけなかつに巧合に、お品の性巧肯等が 
巧 r まにはホ麻を貞う巧能せが,巧ぶごれ 
ることを示しまず。 


取り扱い上の注意 

<カメラ使用上の注意〉 

• レンスやファインター接眼部などに3芒 ■ ホコリがあ 
る場含は、ブ曰ワーでのさとばすか、柔かいレンズ刚 
毛でおくが、い、指がなどがついた巧をはむやみに试な‘ 
ず、巧巧のレンズ紙などで輕く抽いてくだごい。なおI 
ボンベタイブのブ□ワーは絶对に巧わないでくださ■い。 
あ圧でゴミ ■ ホコリがさらにカメラ必與に入0込む巧 
れがあ0ます:， 


• 本ホの巧れを萬とずとをは、票らかな巧などでお:しでく 
たでし心ベンジンりシンナーなどのち槪咨别に本巧お損 
の原因にな0まずので絶巧に课巧しないでくだごし、。 


A 注意 


• 商岸やほこりのをい所での樞肢をは、力 
メラをよく巧掃してくだごい。满風はを 
巧を踢肯し巧子回路の商結、ショートの 
原困となり、発巧、発火を起こずことら 
あります。またがぼこ0はの部構化のイ乍 
動不度を起こします。 

♦ 尊いところから爲に照むい室内に持ち込 
むと、レンズがくもることがありまず。 
しば5くずるとくもりは消えまずが、賴 
り返し行ラとレンズやボディ巧部に水滴 
が生じます。が滴は巧デ回路の邸溃、シ 
ョートの原因とな0、お連‘発火を租こ 
すことらお0ます。急恐な溫度を化はで 
をるだけ避けてくだごい。 

• カメラは巧密な奠デお琵でず。巧デ回お 
の邸捕による発煙-発火やおがの被損の 
原固となる這下やあがは避けてください。 

• 海外旅行や結婚式など大切な撮影のとさ 
は、前ちって作動の確認、またはテスト 
攝影をしてか5使用してください。 また、 
予摘の里地をお行してください。 


S 






A 巧告 


• カメラや巧巧がおくなる、煙がおる、焦げ 
舆いなどの巧巧を废じたときは、速やかに 
巧池を取りがしてくだごい。乂ぶやお巧の 
原因とな0まず。（巧化を取0出す際、乂 
满には十分ごまをくだごい。） 

• スト□ボ报扳時、ストじ1ボを人め目（とく 
Iしみか巧）におづけて限おしないでくだご- 
し''. 目の近くでストロボを発ホさせると視 
力巧罢を担こすを険巧がありまず。 

• 巧！;)しなが6の报おはおやめください。巧 
にファインターをおさなが5巧肋するとホ 
巧の熙医になります。 

• がお時は很写がに気をとらむずざずに、周 
囲のが測こも十が主寒をは5つてくたで 


〈カメラの保管について> 

♦ 罢い巧が（夏の海ぶ、直射日光下の幸のなど）に長 
時間おいておくと、フィルムや巧池の’巧能をが下さ 
せ、カメラにち巧お»を及ぼしますので放置しなし、 
でくださ U, 

• カメラを援期間巧わないときは巧池を取り化しでお 
し、てくだごい。远池の;巧おれなどによるおがを巧ぎ 

ます。 



• カメラは湿気やほこ 0 の巧るお巧梓防ま!剤 


のをるタンス、お験室めように巧品を巧う 

A ま意 

ところを巧け、堀適しのよいところに保.を 

してくだごい。巧子回路の断お、ショート 


の原因となり、.発が’発火を桓こすことち 


あじすず。 


<シャッター再について> 

シャッター常は非常に满い村巧ででをています。猫対 
に指で菜いにり、啦れたり、巧いたりしないでくださ 
い。フィルム巧換の際はフィレムを端がシでッタ—-巧 
に斑れないようにごミ主恵ください。また、ブ□ワーで 
吹く傑は強く吹かないでください。強く联くと変おや 
破煩の巧れびあります。ボンベタイブのブロワーは絶 
巧に馆わないでください。 


<マイク□コンピューターのな語回巧について> 

このカメラは外部の強力なが巧気に対しで內部のマイク 
□コンビューターをイ呆法ずるためのぞ全回巧を內资して 
います。このぞを回路の嫩きにより、巧めてまれにカメ 
つがイ乍か]しなくなることがあ0まず：このような巧含は、 
メインスイッチを OFF にし、 一 弓巧难を取り出して、 
もう一度入れ腹しでか6ご使用くだごい。 
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〈巧池取り巧い上の注意〉 

• 留池は一おに、お温になるにしたがって一時的にお 
能があ下します。寒冷地での读用の前渚はカメラを 
巧寒窝传巧服の巧剛に入れるなどしてお温してくだ 
ごい。なお化遍のために性能のお下した巧地は、常 
温に戻ると図'海しまず。 

• 猩地の+-裡がホや;巧などで巧れていると、接鋪不 
良をおこす原因になります。を巧でよく巧いてから 
巧用してくだすい。 

• 長期の旅行などには、ホ脯の新しい喔池を巧度して 
くだごし、。 

• 巧逝の+ - を閥逸えて入れると わタラ はホ動しません。 


A ま意 

• 金邱裝のビンセットぶような巧逗巧めある 
らので巧巧に触むないで<だごし k 巧地の 
肖おを早めるだけでなく、ショートしで盾： 
陵です。 


A お告 

• 巧池を火のやに入れたり、巧あシヨート、 
分铅、巧細ホあ础こしないでくだごい。巧 
池が破製しが災、けがや罔卸を;ち巧ずる原 
因となりまず。 

• 巧しい西地と巧巧した巧迪、化の巧巧の巧 
地をおせて巧わないでくだごい。 

• CR2 OV リチウム巧化）は巧巧裝止ですこ 

• 巧ミ也は幼おの手の面かないところに面いて 
ください。乃一巧;也を献み込んだ.頃台は、 
画ちにお巧と巧がしでください。 









電池の入れかた 



メインスイッチを "OFF" にしてかレ3巧ってくだ 
さい。 


1バッテリー室カバーを開けまず。 


硬貨などを利用し、図のまが方向に回して開けて 
<ださい。 


§ 



2 3 V リチウム電池 （ CR 2) 2本をバツテリー 
室内の表示に従って正しい向きで入れまず。 


• 單おの向さを間違えると、力;ラが作動しないば 
か0でなく、故障の原因となることがあります。 


〇カバーを元通りに聞めまず。 
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DX DX 



猩池を交換してください。 

〈バッテリーチェック> 

畢池を入れた後、カメラを一度作動させてくださ 
し、表示バネルに " ca " (バッテリー II 告マー 
ク）び表示されなければ、蛋池の普王は圧常です C 


〈電池の交換時期> 

表示バネルに " Ga " マークが点灯した日、里池 
交換の時期です。メインスイッチを"日 FF ’’ にし 
でか b カメラのバッテリー室カバーを開けて、新 
しい畢池と交換してくださし、。 
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• "仁*’’マークが点灯してか日を拖我はできま 
すが、すみやかに谭池交換してください。堪池 
客墨び使用限界を超えると、表示バネルの 
CM マークが点減または消丹し、カメラは 
作動]しなくなります。 

• 畢池によってはその性質上、装谓時一時的に逝 
圧び低下し、 ’’ a " マークが点灯することが 
あります。新品輩池装惡後すぐに " Gi " マー 
クが点丹した場含は、一度メインスイッチを 
" OFF " にし再度日 N にしてくだごい。この操 
作を巧って " a " マークが消えたらそのまま 
お使いいただけます。 






レンズの巧 0 巧け ym りはずし 



〈レンズの取り付け〉 

まずカメラのボディキャップとレンズのをキャッ 
プをそれぞれ回してはずします。なに、レンズの 
取り付けリングを持ち、レンズ側のホ点をカメラ 

側のレンズ指標に合わせてはめ込み、押しつける 
よラにしなげ5時計方向（左上の図の失印の方「ち]) 
に、 "カチッ ‘と富がして止まるまで回して取り 
付けます。 

♦ レンズび入らない場含、あるいは指摇をず5し 
てレンズを入れた場合は□ックができません。 


レンズ取り付け IJ ング 



レンズの取り付け、取りはずしは必ずレンズ取り付 


けリンクを持って巧ってくださし、。 

レンズ取り付けI」ングな外では正しくおりけけられ 


ません。 


このときは、一度レンズを取りはずしてレンズ 
のマウントリング（黒い部分）とレンズ取り付 
けリングを図の夕£ 口方向へいつばいに回してか 
日取り付けてください。 
























〈レンズの取りはずし〉 

レンズ取り付けリングを持ち、カメラのレンズ取 
0はずしボタン中央を巧しながらレンズを反崎計 
方向に止まるまで回し、前方に引き出してはずし 
ます。カメラからはずしたレンズにはレンズキャ 
ッブと槛キヤッフ、カメラにはボディキヤップを 
かぶせて保護することを忘れないで<ださい。 
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♦レンズ着脱の隙、レンズ面やボディの部、接点 
等に触れないで < ださい。 

• フィルムが入っているげ態でレンズを扇脱ずる 
ときは、直射日光などの強い光を避けてくださ 
い。 

また、レンズを取りはずした巧態で、直射日光 
下に長時間放置しないで<ださい。 

♦ホ□ゴン] 6 mmF 8 の取り付け、取りはずしは、 
必ずレンズガードを持って行って<ださい。 

カメラからレンズを取りはずしたとき、絞りリ 
ングの作動範囲び変わりますが故障ではありま 
せん。カメラに取り付けると正しい作動範囲に 
な0ます。 





メインズイッチ 



逗源の " OFF "、" ON " および、 " AEL " (AED 
ック）の切0替えを行います。 


♦誤作動を防ぐため、メインスイッチは"カチッ‘ 
と音がするクリックの位爵に止めてご使用 < だ 
さい。 


OFF :赤マークが見えないとき 

カメラの 逗 源が切れ、日 FF の状態になっています。 
カメラを使わないとさは、不用首、にシャッターが 
切れないよラにメインスイッチを日 FF にしてくだ 
さい。 

" ON " 7-ク 

カメラの龜顯が入ります。遮常はこの位霞でご使 
巧ください。 

" AEL " 7-ク 

ぶ光での描影や、動く被写体を一定の諮出で連続 
髓おするなど、游出を固定 （ AE □ック）したい 
とさに使います。詳しくは P 目4をご苗ください。 
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ファインダー的表示 



ファインター内表示は次の操作をしたときに表示 表示中に夕’イヤルやボタン等を操作すると、さら 

されます。表示は、 ] 目秒後自動的に消える省醒 に轰おを]目秒間延長します。 

設計こなっています。 

(!) メインスイッチを ON にしたとを。 

(をメインスイッチ日 N のか;腹で、 

シャッターボタン半狎し、またはフォーカスタ' 

イヤル、フオーカス□ックボタンを操作したと 
を。 
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撮影辭囲巧： 

レンズの焦点距謎や撮影距離によって自動的に変化 
します。枠内に被写体を入むて撮影してください。 

フォー カスフレーム： 

ビント合わはを巧う範囲です。 

スト□ボマー ク： 

TLA フラッシュシステム 便巧目ち 巧 巧び 完了する 
と’‘ V ’マークがなに[します.また TTL 調 光が 的 
確に行われたときは 滿影 後に2 秒間 馬滅しまず。 


露出補正表示： 

巧が補正ダイヤルや A ‘ B • C 撮おで擺化補圧を 
すると+または一のマークが点'灯しまず& 

測距表示： 

ピント含わせのが態を表示します。詳しくは「ビ 
ントの台わせかた」 （ P 33 から）をご货くださ IA , 


シャッタースピー ド/撮影距離： 

シャッタースピードを表示します。シャッタース 
ビードは1/日000抄か 5] 日がまで1/2ステップ 
で表示され、"目000’’ は]/目000秒、 "200" 
は1/2日0巧、 ’’16" ’’ は 1 日秒を表します。 

また " MF " (マニュアルフオーカス）のときは、 
フォーカスロックボタンを押している間、撮影距 
離を表示しまず。 

露出 マーク： 

才ート霖•出ちードでは、オート憩出連動範卸がの 
才ーパーアンダー’’▼’‘の表示、マニュ 
アルモードでは、適正巧出.‘ V .’、オーバー 
アンター’’を表示します: 

ファインダーち下隅にフィルターやフード、レ 
ンズの紙禍などがわずかに見えることびありま 
すび、実写画面には現れません。 
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表お/巧ル/ブイルムカウンター 


〈表のパネル〉（この図は説明のために全巧巧を表示したもので、実照の责示とは泻なります） 


に0マーク 


をを盈出 マーク 



DX マーク 

揣影距離/フィルム感度 

バッテリー乃告マーク 


バッテリー装告マーク： 

電池の交換的朋を表示しまず. 

に0 • DX マー ク： 

フイルム感度表示にしたとき'、おるいはフイルム 
感度をセットずるモードのとさに策示しまず。 

• DX コードによる自動)セットが館のとさは、常 
に " DX " を表示します,:， 


撮影 距離/フィルム 感度： 

シャッ ターボタンを半巧しすると、摘影距離を表 
示します。に日ボタンを巧すと、フィルム感度责 
示になります。また、カスタム滯能のセット状態 
を表示します。 


18 












〈フイルムカウンター〉 



幅影複数を表示します。 

また、巧のようなま示もします< 

• A . 日- C 振お時の儘彩順序 
• 撇黯フイルム終了時のま示 

• セルフタイマー作！;!巧0時間 

• ノりレブ!おおの経過時間 
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視度飄爸のしかた 



このカメラには視度調整機稱が内觀されていま 
す。視度-韵璧つまみを回して、ファインダー内中 
央のフ オーカ スフ レームび はつをり見えるように 
进整してくださし、 

調整•跑囲ほ、+日 .3--' — 2日（ディオプター）で 
す。 
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カメラの視度迎壁機梢の範囲巧で視度謂獲びでさ 
ない場合は、視度補圧レンズ GFL タイプ（別売り） 
をご利用ください。 


視度調壁範囲は表のようになりまず。 


ネ見賣補正レンズ 

なし 

GFL (-4) 

GFL (-2) 

GFL ( + 2) 


調整範囲 

+ 0'3 D 〜— 2.0 D 
— 3.0 D ^ —己. 0 D 
—1 .00^ —3 .巳 D 
+ 3.0 D 〜+ 0.4 D 



























〈視度補正レンズの取り巧けかた〉 

視度補正レンズを取り付けるときは、レンズを落 
とさないよう、ファインダー接眼部を上に向けて 
巧つてくだごい。また、祸度補正レンズは、ミちご 
ないよラ隅を持って < ださい。 


1図のよラに、ファインダー接目目部横の巧を付厲 
のストラッフストッパーの先端で巧しなび5、 
接目長部の碑を引を上げてはずします。 

2視度補正レンズを、巧側のがのにはめこみます。 


粋のを側の突起を巧に合わせて、元通りにはめ 
こみます。 
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フイ J レムの入れかた 



1 裏ぶた開放ノブを起こし矢印方向に回して、 
裏ぶたを開けまず。 

開けた後、おぶた開放ノブは元の位爱に収納して 
おいて < ださい。 

• フィルムを入れるときはカメラの内側に入って 
いる「保護シート」を必ず取りはずしてくださ 
い。 
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2 図のよラに、フィルムパト□ーネ先端を斜め 
にして入れまず。 


シャッター幕について 

シャッター幕は精密部□ちですので絶対に指で軸 
れたりフィルムの先端でついたりしないで< だ 
さい。特にフィルムの先端びシゎッター幕の上 
にある状態では、絶対にシゎッターを切らない 
でください。 






























藝璧〇薩 Sx 

3 フィルムの先端をオレンジ色の T ’ マーク 
のに置まで引き出し、そのままスプールの上 
にのせまず。 

このと去図のよラにフィルムび浮去上が弓ないよ 
ラにしてくださし、。 

•フィルムの先が長く出ている場含は、長さを調 
節してください。 



ぶぶたを閉めるとフィルムが自動的に1コマ目ま 
で空をりされ、フィルムカウンターは"日 1" に 
な0ます。 

•フィルムカウンターが "日日’’ のままで 点 おして 
いる場合は、フィルムが正しく送られていません。 
黑ぶたを開け、ちラー度入れ直してください。 

• DX 接点やデータバック用接点は、むやみに軸 
れた0、巧した0しないよラにミ主意してくださ 
い。 

•フィルムの出し入れは、直射日光を避けて行つ 
てください。 
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フイ J レム惑度の確認のしかた 



メインスイッチび " ON " のが態で、 ISO ボタン 
を押すと、図のよラにフィルム惑度が約]目秒間 
表示パネルに表示されます。 

DX 自動]わットのときは’ ‘ DX " が表示されます。 


• フィルム感度表示中にシャッターボタンを半押 
しずると「儘影お難表示_に戻ります。 
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フイルム感度のせツ トのしかた 


DX 



FIF 


が 


目動セット時 手動セット時 


フィルム感度の iz ットは、 DX コード利用による 
自動セットと、任意の惑度をセットする手動セッ 
卜の2通0のち法びあ0ます。 

表示パネルに " DX " が表示されているときは、 
DX コードによる自動セットになります。 DX コ 
ード付さのフィルムをご使用になる镑含はその 
ままお使いください。表示パネルに " DX " び 
表示されていないときは、必ずフィルム感度を 
手動でセットしてください。 



















■ " DX " にセットしたとさ 
(自動セットモード） 

DX コード付きのフィルムを使 
うとき、カメラびフィルム感度 
自おたットモードを目動セットします。 DX コー 
ド巧きフィルムは IS 日2曰〜 
己日日0まで使用できまず。日 X ’’ 
のマークと蔥度はフィルムの外 
箱に表示されています。 

• DX コードのないフイルムを 
入れると、に01日日に自動セ 
ットされます。 



■任意の感度をセツトしたとき 
(手動セツトモード） 

DX コードのないフイルムの感 
度たツトや、 DX 表示と異なる 
手動セツトモード感度に変えたい場合に使いま 
す。 

参フイルム憩度は、 ISO 6〜 

64日日の範囲で1/3段ごとに 
セツトでさまず。 

• 任意の感度にセツトすると、 
0 X 3- ド讨さフイルム使用 
時も手動セツトした値になり 
ます。 
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1 メインスイッチを ’’ ON ’’ にして、 IS 日ボタ 
ンを、表示パネルの「フイルム感度」表示び 


点滅するまで（約].2秒け上）巧し続けます:，点 
減に変わった日、ボタンから指を都してください。 
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2 フォーカスタ'イヤルを回し、 ’’ DX ’’ または合 
わせたい感直 値に します。 


フオーカスダイヤルを 回す と、フイルム感度が 
1/3段階ずつ変化しまず。 


-►□父一〇一8一 10一 


卜►己000^巨400卜 I 

























インスイッチをし、つたん "OFF " にしてく 
ださい。これでたット完了です。 


♦シトッター ボタンを半押しする、フ オー カス □ 
ックボタンを押す、または、そのまま約] 6秒 
経週してもセットされます。 

• セットしたフィルム感度は、次にセットし直す 
まで記憶されています。 

フィルム感度セットの途中ではファインダー巧 
表示全体び点兢し、撮影でさません。 
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シャツタース ピードタイヤル 



シャツタースビードダイヤル□ック 解除 ボタン 


撮影フィルムへの爵光時間を調節するもので、 
"AUTO" にセットすると"絞り蜡先オート撮彰‘ 
になります。 

数罕に合わせると"マニュアル露出撮装’’になり 
シャッタースピードがセットされます。シャッタ 
-スピードは 4S (4 秒）〜4000り/4日日0秒) 
の跪囲で]段ごとにセットできます。 
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また、バルブ撮影を行ラときは、‘‘日"に合わせ、 
スト□ボ幅影の場含は’’X’’に含わせます。’‘ x’l 
に含ねせるとシャッタースピードはスト□ボ同調 
スビード （1/200 秒）になります。 

•シャッタースピードダイヤルはカチッと音がす 
るク U ックの位題に止めてご使巧ください。 

• ‘‘AUTO’’ と’‘ X— には誤熙作を防ぐため□ッ 
クがかか0ます。切り辑えるとさはシャッター 
スピードダイヤル□ック辟絳ボタンを押しなび 
5巧ってください。 











ドライブモー ドがり欺タイがル 



撮影白のに応じてなのドライプモードび選べま 
す。 


ドライブモード切り曾えダイヤルを回し、マーク 
ぞ指標に台わせてください。 

• ダイヤルはク IJ ックの估霞に止めてご巧巧くだ 
さい。 


" S " …1コマ撮影 

カメラのシャッターボタンを巧ずごとに1コマ分 
拖影され、次の巻を上げが行われて停止します。 

" CH "、" CL " …連続据影 

カメラの シでッターボタンを 押している間 、‘‘ C 
H " は最高約4コマ/秒、 " CL " では約2コマ/秒、 
の 連続描影びできます。（髓彰コマ速度は、 シャ 
ッタースピードやフィルム]^度、借用する電池の 
状態、またデータバック使巧崎はコマ間写し込み 
あり/なし、により変化します。） 

"む"…セルフタイマー撮影 

セルフタイマー撮影をずるとき’にセットします。 
しくは P 目目をご黄くだごい。 

"百"…多重露出撮影 

を奎擁出储，影をするときにセットします。詳しく 
は P 目4をごちください。 
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フオーカスモード切0替えダイヤ f レ/フオーおス己ックがタン 



〈フ オーカスモー ド切り替えダイヤル〉 

倦影目的に応 じて次の フオー カスモードを 懲 ぶこ 
とがでさます。試しくは、「ピントのをわせかた」 
( P 33) をご路ください。 


" SAF " •••シングル•才ートフォーカス 

オート フォー カスでピント合わせを行い、一度ピ 
ントが合ラと、その值逼でピントを 固を しまず。 

" CAF " …コンティニュアス•才ートフォーカス 

オートフォーカスで連镜してピントを合わせ 続け 
ます。 

" MF " ••マニュアルフォーカス 

ピント合わせはフォーカスダイヤルを摄作する手 
動になります。 

〈フォーカス□ックボタン〉 

" CAF " (コンティニュアス■オートフォーカス） 
滿影時、フォーカス□ック（ピントを固定）した 
いときに、このボタンを巧します。 


30 










カメラの巧ぶかた 巧おずるとをは、必ずレンズキでップを較りはずしてください。 


ピントび合った美しい写貫を樞るためには、カメ 
ラをしっかり褐えることび大切です。ピントび悪 
い写夏の多 < はカメラぶれが原因です。 

力方ラは横位置の他、状況により縦位窗で褐えま 
すび、いずれち自分に含った姿巧を研究してくだ 
ごい。建物や木立などを利用して体や力方ラを支 
えることち効果的な方まです。 


手にあま 0力を 入の ず、巧 かに 
シヤツターボタンを 巧す。 

写す 瞬間、呼吸を止める。 



レンズ、測距窓、赤外線発光部、 IS 日ポタンなどに指が 
かか5ないよラま意ずる。 

• 硝えたとき杞〇ボタンを1甲さないよ5まをしてくだじ 
し、，つアインター-巧表示を体がな规.しでいるとをは、 
に0ボタンび!甲されてフイルム感度セツトのが態に な 
つており、腺おでをません。フイルム硬おびをわって 
いないかお認してくだごし、。 



脇を しめて 力;^ラをぞ定ごなる r 
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フイ!レムのき戾 U 



フィルムを全部撮影し終えると自動的に巻さ戻し 
が始ま0まず。 

巻き戻し中はフィルムカウンターび減舅表示し、 
替寺戻しが終了すると、モーターび停止しカウン 
ターので表示が点滅します,:， 

モーターが停止し、フィルムカウンターが"日 0" 
で点滅していることを確認してか5雲ぶたを開 
け、フイルムを取り出してください。 
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をや巻戻し 

ポタン 


ストラツフ 
ストッパー 


•フィルムの取0出しは直射曰光を避けて巧って 
ください。 

• 巻戻し後は、必ずフィルムを蚊り出しでくださ 
し、巻戻し後は、一度蛮ぶたを開けるまで力 
ラは作動しません。 

•フィルムを蘆中で晋さ昆すときは、カメラ剛面 
におる途や當き戻しボタンを、付属のストラッ 
ブストッパーの先端で}甲してくだごい。（針な 
どの銳く尖ったものでは;呼さないでくだごい。） 

•取 D おしたフィルムは早めに現像に出しましよう,， 






























ピントのをわせかた 


このカメラのピント含ねせは、自勧で巧う 
才ートフオーカス （ AF ) と手動で巧う マニ 
ュアルフ オー カス （ MF ) びあ0ます。才一 
トフオーカスには "SAF (シングル’才一 
トフ オー カス）と、 " CAF " (コンテ ィニユ 
アス•才ートフオーカス）びあ0ます。フ 
オーカスモード切り智えダイおルで切り曾 
えます。被写体に応じて使い分けると、よ 
りよい写質攝影がでさます。 

1." SAF " (シングル.才ートフオーカス） 

比較的動さの少ない一般的な撮影の場合 
におすすめしまず。このモードでは、一 
度ピントび合うとピントび固定（フオー 
カス□ック）します。ピントび合わない 
とシャッターび切れません。 

ピント黄‘先のモードです。 


2. " CAF " (コンテイニュアス•才ートフ 
ォーカス） 

子 f 共など動<被写体を画面の中むで連続 
的に追う場合におすすめします。 

このモードではピントび合わなくてちシ 
トッターび切れまず。 

シトッターチャンス歷先のモードです。 

3. " MF " (マニュアルフォーカス） 

巧火とか巧 S などオートフ ォー カスでピ 
ントが合わせにくい遠い被写体には、マ 
ニ ュアルフ ォー カスで " InF " (無限 遠） 
にするとよいピントが得5れます。 
その他、静物写真のよラに、常に一定の 
距離で数多く撮影したいとさはマニュア 
ルフォーカスで距離を設定して撮影する 
と便利です。 



ドライブモード （ S、CU CH ) と 3 ホーカスモードの類係 


各ドライブモ 

フォーカス 

モード 

ドライブ 

モード 


S 


C し CH 

immmm) 


ード巧、 CL、CH) 時、フオーカスモードによるピント合わせは;欠のようになります。 

"SA ド "CA ド " MF — 

(シングル.才ートフ オー カス） ロンテイ ニ ユアス•才ートフ オー カス） （マニュアル•フ オー カス） 


シャツターボタン半押しで AF 
が作動して、一度ピントが含う 
とその位置でビントを固定（フ 
オーカス□ック）します。 


♦ピント含わせができないとき 
は、シャッターび切れません。 


シャツターポタン半押しで AF 
び作動しで、一度ピントび合う 
とその位遲でビントを固定（フ 
オーカス□ック）します。 


•ビント合わせびできないとき 
は、シャッターび切れまはん。 

♦連病活お時は、巧初のコマ 
(写*)でピントを固定して 
の巧がになります。 


シャッターボタン半巧しで A F 
が作動し、半巧ししている間ピ 
ントを含わは続けます。 

•フ オー カス□ックボタンを 巧 
すとその位麗でピントが固定 
(フ オー カス□ック）します。 
♦ビント合わはげできなくてち 
シでッターを切ることがでさ 
ます。 

シャッターボタン半押しで AF 
び作瑕]し、半巧ししている間ビ 
ントを合わせ続けます。 

♦フザーカス□ックボタンを巧す 
と、その位整でピントび固定 
(フ オー カス□ック）します。 
♦ピント合わせがでさなくてち 
シャッターを切ることができ 
ます。 

♦連続巧巧時は、1コマごとに 
ピントを合わせなおします。 


カメラのフォーカスタ’イヤルを 
回してビントををわせます。 


カメラのフォーカスタイヤルを 
回してピントを合わせます。 


♦連続巧が中は、マニュアルフ 
オー カスでをません。 
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くドライブモード （ S 、 CL 、 CH ) と露出について> 

ドライブモードとフォーカスモードの組み合わせで、竊出 （測光） は次のよラになります。 
(絞り輕先オート時） 


フオーカス 
モード 

ドライブ 

モ-ド 

" SAF — 

(シングル.才ートフォーカス） 

— CA ド 

(コンテイニユアス.オートフォーカス） 

" MF 。 

(マニュアル.フォーカス） 

S 

(1 コマ}1お） 

シャツターが切れる直前に巧岀値をま定します。 


CL 

(連続操お） 

シャツターび切れる直前に 巧 出値を巧定します。 

♦連掃谢お時は、1コマごとに測0なおします。 


CH 

(醜おが 

シャッターび切れる直前にな出 
値を巧定します。 

♦連続做巧時は、最初のコマ 
(写巧）のな出で連扬报影さ 
れます。 

シャツ タ_び切れる直前に 巧 出 
植を巧定します。 

♦運統お影時は、1コマごとに 
剧〇なおします。ただし、フ 
才ーカス□ツクしたとさは、 
その時点で 巧 出も固定 (AED 
ツク）します。 

シャッターが切れる直前に混出 
値をま定します。 

♦連統巧お時は、ち巧のコマ 
(写爽）のな出で連結插影さ 
れます。 
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h フォーカス (“SAP，、 •で AF”) にぷるビン h 貪わせ 




(例：ののとさ） 



I :………パご ;I 


1 フオーカスモード切り替えダイヤルを、 
" SAF " または " CAF " にセットしまず。 

ファインダーの表示と力;>< ラ上面の表示ノ（ネルび 
図のよラになります。 

•装着するレンズにより、ファインダー巧測距表 
示の距魏目盛りび変わ0ます。 


2 ピントをちわせたし、被写体にフォーカスフレー 
ムを向け、 シャッターポタンを半押ししまず。 

白動的にビント含わせが行われ、測距マークび点 
灯します。点灯した位置びピントを合わせに摇影 
距誰です。 

同時に、表示バネルに距離の値を表示します。 

3 そのままシャッターボタンを巧し込んで撮影し 
て < ださし、。 






















■ ち AT (シングル•才ートフォーカス）のとき： 

シャッターボタンを半がししたとさ、一度ピント 
び合ラとそのな逗で固を（フォーカス□ック）さ 
れます。 

•連続揺 巧 （" CL "、" CH ") 時は、 お 罚の写 巧で ビン 
卜び固定し、そのビントを黄での連插] 货 おにな0ます C 
• ヒント宮わせがでさないとさは、规距不能マーク 
’ ■ が岳、殺し、 シャッターび切れません:， 等 

蜜おに おる別の被写がでフオーカス□ック （ P 38) 
して 报 おしてく 
ださい。 


• ビント合ねだがでをなくてもシ1.’ソターチャンス馆先 
で巧おしたいとさはフスーカス□でクボタンをザしな 
び6シャッターボタンを辑してください。シ t- ンター 
を切ることがでさます.： 

■ " CAF " (コンティニユアス•才ートフォーカ 
ス）のとを： 

シャッターボタンを半巧ししている間、連統して 
ピントを合わせ続けます。ピントが合ったことを 
確認して俺おしてください。 



•連続撮 お （" C し‘、 " CH ") では I コマことにヒント 
を含わせ統けながらの連規描巧になり京す。 

• 測超不能マーク‘ が点滅轰をし、こ’ント含 

ねだか'でさないとをでちシャッターボタンを辑ずとシ 
ロッターび切れまず。 

• 被写巧の動さや裝化により、ビント合わせび運統推が 
に追なで きなし ^場合がありまず。 


動<被写がを追いかけでいる途中で规距がでさな 
くなつてち、前の巧報でピント台わなを 巧い ます 
のでそのままシゎッターを切つでも極端なピント 
ずれをおこしまだん。そのよラな很巧のとをは別 
記の被写界漂お表を替考にして絞0を核0 &んで 
3 fi おすることをおすずめし素ず。 


满眶表示ち端の - マークび点滅しているとき 

は被写がとの 距離が 近すぎます。 "SAF " のときは 
シャッターび切れません。でみドのときはシャッ 
夕一び切れま 
すがピントは 
音いません。 








〈フォーカス□ック〉 

オートフォーカス （“ SAF ’ i 、" CAF ") のとさ、 
褐陛によってピントを合わせたい被写体がフォー 
カスフレームからはずれる場をには、なのように 
してピントを固定（フォーカス□ック）して撮影 
38します。 


■ ち AT (シングル•才ートフオーカス）のとさ： 

1 ピントを合わせたい被写体にフオーカスフレー 
ムを向け、シャッターボタンを半巧ししまず。 

ビント合わせが行われ、ピントび含ラと測距表ち 
の測距マークび表示されて、その位置でフォーカ 
ス□ックされます。 

2 シャッターボタンを半巧ししたまま写したい 
構図にカメラを戻し、さ5にシャッターポタ 
ンを巧し込んで撮影します。 

• シャッターボタンを半押ししている間はピント 
は□ックされていますので、カメラの向をを変 
えてちピントは変わりません。 

•フォーカス□ックは、シャッターボタンから指 
を謎すとお隙されます。 





■ " CAP " (コンティニユアス•才ートフォーカス） 
のとさ： 

1 ピントを合わせたい被写体にフォーカスフレー 
ムを向け、シャッターボタンを半巧ししまず。 

シャツターボタンを半押ししている間、連続して 
ピントを含わせ続けます。 


2 ファインダー內測距マークが点灯したことを確 
認して、フォーカス□ックボタンを押してくだ 
さい。 

フオーカス□ックボタンを押したところでピント 
が固定しまず。 

3 フォーカス□ックボタンを巧したまま写したい 
構図にカメラを房し、さ5にシャッターボタン 
を巧し込んで撮影しまず。 

♦フォーカス□ックボタンを押している間、ビン 
卜は□ックされています。 






















’ ‘MF’’ にセットずるとファインタ’一巧測距表示び 
園のようになり、フォーカススケール（ピントの 
合い具ち）とビント指仪を表示します。 

ま示パネルには、フオーカスタイヤルに連をかして 
梅影距鋪がま示されまず。 


〈1.カメラの測距機能を使用するとき〉 

1 フオーカスモード切り曾えダイヤルを " MF " 
にセツトします。 
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ぶるピント食ねせ 



2 ピントを台わせたい被写イ本にフォーカスフレー 
ムを向け、 ファインダー内測距表示を見なげ5 
フォーカスダイヤルを回します。 

ファインタ’一巧のフォーカススケールびを化しま 
すので、フォーカススケールとピント指傑が一致 
するよラにしまず。 





























測距表示とピントの含い具合： 

フオーカススケールの " はピントがずれて 
し、るほどをく表をされます。 


表尔 ピントの合い具合 


フ J -カススケー ル りをビン] 

_1 彼写がにピントが含っていま 

•■ 匯 ! 1 ， せんぃ 

i 被写なより 话を がのちのにビ 

L ピントあげ ントが含っています。 

I 洽を] 

t 被写体にピントが負っていま 

■ す。 


匯瞧匯 


[的ビン〕 

被写体にビントが合っていま 
せん_ 

被 写 律より 近を 韓のものに ビ 
ントが合っています。 



/ [巧裝不能] 

I ： がを できず、正しいビントび 
なが 得られません。 


フォーカス□ックボタンを巧したとさ 



巧彩をが おを 

• I’MF’ のとをは、フ ォー カス □ック ボタンを押 
すと、押している間、ファインダー内のシトッ 
タースビード表示が撮影を就（レンズ設定距離） 
表示に変わりまず。ファインダーから目を離す 
ことなく擺お距離を摧語したいときに便利です。 

<2. 被写体までの距離がわかつているとき〉 

1 フォーカスモード切り曾えダイヤルを " MF " 
にセツトしまず。 


^表示パネルを見ながら、フォー カスダイヤルを 
ム回して被写体までの S 剛の数字にしまず。 
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才ートフォーカスについで 


このカメラのオートフオーカス 
機構には、アクティフ方式（ホ 
外光の照射による三角測距方 
式）とパッシフ方式（左ちの測 
距窓によ D 被写体像のずれを利 
用してピントを台わせる方式） 
び搭載されています。たとえば、 
赤外光の届かない違距離はパッ 
シブ方式で測距し、パッシフ方 
式の苦手な低コントラストの比 
較的近距離の被写体はアクティ 
プ方式び補います。2つの方式 
を併用することでピント台わせ 
の確実さと正確さが向上してい 
ますが、機構上、なのよラなピ 
ント含わせの苦手な被写体びあ 
ります。この;'主意を参考にして 
よりよいピント台わせを行って 
<ださい。 


〈ピント合わせの苦手な被写体〉 



1.被写体び フオー カスフレーム 
內にない、または被写体がご 
く小ごい場合。 

Iピント合わせは フオー カス 
フレーム 巧で行いますの 
で、このよラな場合には背 
窝にピントび合います。 



2フ オーカ スフレームがすつ 
ぼ D 入るぶラな被写体の別 
の部分でピントを含わせ、 
フオー カス□ックして、靖 
図を戻して撮影してくださ 
い。 
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巧;巧 



2.低コントラストの被写体。 

1白い壁など低コントラスト 
の被写体ではピントがをね 
せにくくなりまず。 

之 窓将などのコントラストの 
ある部分でビントを合わ 
せ、フオーカス曰ックして、 
楠國を戻して撮影してくだ 
さい。 



2 このよつな場合(しは、図の 
位證で繰り起しパターンを 
避けてピントを合わせ、フ 
オーカス□ックして、偶図 
を房して瓶影してくださ 
ぃ’- 


3.繰り返し バター ン。 

t 鎌のずれを利用してピント 
含わせを巧うため、通端に 
異なる距離にピント含わせ 
をすることびあ0ます。 
その場合、ファインターの 
距離を示が極端にぶった値 
を表示しまず。 
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4 .暗い被写体。 

スト n ボ撮我時など脂いとこ 
ろではアクティブ方式び有効 
です。アクティブ方式が有効 
に働くよラ、 3m より近づい 
て樞影してくだごい。できる 
だけ反射率の高い被写体（白 
いシャツなど）で撮をしてく 
だごい。 

♦ を s などの遗崔疑の被写体て- 
は、 マニュアルフすーカスで 
" InF " (韶骗速）に設定すると 
よいヒント巧得6れます。 



己.水平線など横線だけの被写 
体。 

1横線だけの被写体ではピン 
卜合わせができません。 

2カメラを締位覆にしてピン 
卜を含ねせ、フ オー カス n 
ックして、福図を戻して摇 
影してくだごい。 

• 水平想など、理を疑の彼写讳 
では、マこユアルフすーカス 
で -| nF " (無眼厘）に設定’す 
ると よい ビントが 得られまず。 



6.非常に明るい被写体や光沢の 
ある被写体の場含。 

このよラな場合、ピント合わ 
せびでさないことびありま 
す。等距離にある別のちのに 
ピントを合わせてフォーカス 
□ックするか、マニュアルフ 
ォーカスで被写体までの距離 
を設ぞして瞄おしてくださ 
い。 




スフォーカスフレームの周辺に 
強い光源がある場含、および 
背景に太陽などの強いホ源が 
あり画面内に入る場含。 

このような場含、ビント含わ 
せびできないことがありま 
す。等距隸にある別のものに 
ビントを合わせてフォーカス 
□ックするか、マニュアルつ 
オーカスで很写がまでの館剖 
を誌おして撮影してくだこ 
い。 


目. フォー カスフレーム巧に極度 
に距離の違ラ被写体が共巧ず 
る場含。 

ヒントが合わせられなかった 
り、極端に遺ったお副にビン 
卜をねだすることがあ0ま 
ず。このような場含は、ビン 
卜を台'わせたい被写体にフォ 
— カスフレ^ムびずっぼり入 
るぶうにしてビントを含わ 
だ、フ すーカス □ックし、 偶 
図を戻して撮彩してくださ 
い。 


9.高速で移動ずる被写体。 

高速で移動する被写がはビン 
卜び含わせにくくなります。 
マニュアルフ オー カスであら 
かじめ距離を設定して、被写 
体がその巧窗にきたら傾おす 
る、などしてくださし、. 








; mmm と応用テクニック 
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露おモードの選紙 

撮影目的や用違に応じて、：欠の露出モードが選べ 
ます。 

シャッタースピードダイヤルで切り替えます。 

絞り歷巧才ート撮影 ( AUTO ) 

あらかじめ絞りをセットすることにより、被写体 
の明るさに応じてシャッタースピードを自動的に 
コント □— ルし、適正麗出を得ます。被写巧深度 
を利用しての擺穀に適しています。 

マニュアル露出撮影 

絞りとシャッタースピードを撮影意図や目的に含 
ねせて任意にセットし、擺おする方まです。また 
意図的に錢出オーバーやアンダーにすることち簡 
単にでさます。 


バルブ撮影旧） 

長時間諮光を必要とする夜間撮影や天体撮影を行 
ラときに使用します。シャッターボタンを押して 
いる間シャッターび開いて露光されます。 

ストロボ撮影（ X ) 

当社専用スト n ボ連動接点のない、 X 接点のみの 
ミ凡用スト□ボを使巧するときに、この位置にしま 
す。詳しくは、 「 TLA スト□ボ iU 外のスト n ボに 
よる撒影 ( P 63) J をご宾ください。 
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絞り優先ネ-卜 mm 



シャツタースビードダイヤル□ックお腺ボタン 


1 シャツタースピー ドダイヤルを " AUTO " に 
セツ トしまず。 

切り曾えは、シャッタースピードダイヤルロッ 
ク解除ボタンを押しなび5シャツタースビード 
ダイヤルを回してくだごい。 
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妓りリング 



〇絞りをセットし、攝影しまず。 

レンズの絞りリングを回して絞りをセットしま 
す。セットした絞りににじた適正なシドッタース 
ヒードを自動たットし、ファインター巧に表おし 

まず。 



シトタースビード 



































• 普段使用ずるとをは、シャッタースピードび、 
1/日日秒〜]/目日日日柳こなるように絞りを遽び 
ます。 

•盈出マーク’‘び点滅するとをは滋出才ーバ 
一になります。被号体び日月るすぎますので、絞 
りを絞って、’’が消えるよラにしてくださ 
い。 



オーバー II 苦 



アンターお:を 


•强’化マーク"が点滅ずるときは、經おアン 
ターになりまず。被写巧が昭ずざますので、照 
明を加えて被写化を明るくしたり、絞りを開け 
たりしてが消えるようにしでくださし、。 
また、専用のスト□ボを使うと明るくきれいな 
写賣が破れまず。 

• シャッタースピードが1/日日秒より遅くなるよ 
ラなときにはスト□ボを使用することをおずす 
めします a スト□ボを使用しない場合はカメラ 
ぶれを「巧ぐため云脚を使用してください。 

•竊出すーパーアンター聲苦時でも、シャツタ 
-ポタンを巧だば摘黙できます。 
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絞 ou ング 



1 シャッタースピードをタイヤル指標に台わせ 
まず。 

絞り俊先オート （ AUTO ) や’‘ X ’ l から切り 
誓える場合は、シャッタースピードダイヤル □ 
ック解除ボタンを押しながらシでッタースピー 
ドダイヤルを回して<ださい。 


2 レンズの絞りリングを回して絞りをセット 
し、撮影しまず。 
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捕出7—ク 



ファインダー内には、セットしたシャッタースピ 
-ドと巧出マークが点丹します。シャッタースピ 
-ドタ’イヤルまたはレンズの絞りリングを回し、 
茲化マークび’’ になるよラにして储影して 
ください。 


















八!レブ爆影 （ B ) 



1 シャツタースピードダイヤルを"日"にセツ 
卜しまず。 


2 絞りをセツトし、撮影しまず。 

シャツターボタンを巧している間、シャツタ 
一び開いて 巧 光ごれます。 

•カメラぶれを防ぐため、 H 脚で固定するか、安 
定した台などに題き、别売りのケーブルスイツ 
チ L を使用して撮影してください。 



























撮影のとき、を要被写体とその背泉に極端な明腊 
差があるにめに、そのままでは主墅被写がに適正 
链おが得5れない場含に諮出の補正を巧います。 
また、意図的にお出才ーパー、アンタ’一の写真を 
损りたいときにもネリ用します。靡おの補正には次 
の3通りのち法があ0ます。 

•滿正は、シトッタースビードをコント□ールし 
で行います。 

〈1.露出補正ダイヤルの利用〉 

適常は巧出满正ダイヤルを’’日’’にセットしてお 
きますび、なおを補正するときは露出補正ダイヤ 
ルを回して希望する補正値を"ダイヤル指標’’に 
合わせてくださ■い。補正値は +2EV 〜一 2目Vまで 
の範囲巧で1 /3EV ごとにセツトすることびでき 
ます。 

巧出補正ダイヤルを" 0" し义外に合わせると、フ 
アインダー巧に、補正に台わせで’’ + または 
"一’’マークび点口し補正中であることを表示し 


ます 




絞り優先才ート時：補正した個こ応じてシトッター 
スピードび変化します。 

マニュアル露出時：補正した値に応じて露出マーク 
び点灯しますので、シャッタースピードタ'イヤ 
ルまたは絞りリンブを回し、露出マークが 
"拿’’になるようにして撮影してください。 


撮影終了後は、必ず補正ダイヤルを"日’’に戻 
してください。 



















(補正なし) 


(十巧正う 


逆光撮影などのときは… 

"+1/3"〜"+2"の齡囲で補正します。 

逆光や明るい空、海をバックにした人物、または 
窓辺の人物などのよラに明るい背祭が攝於画画に 
ちめる割含び大きい場食、入物は森出アンダーに 
なり、シルエットのよラに暗くなります。このよ 
うなときは、露出を+1/3〜+ 2の輯画で補正し 
で、巧出を多くちえます。 



暗い背景などのとをは… 

"—1/3" 〜"一2"の範囲で補正します。 

スポットライトに照 b し出された人物などのよう 
に、暗い背景び撮駭画面に占める割合び大さい蠕 
合、人物は巧出オーバーになり白っぽくなります。 
このようなときは、森化を一1/3〜一2の範囲で補 
正して、巧おをかなくして撮影します。 
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〈2. AE □ックの利用〉 

殺0お先オート滋出撮影時に、被写体の强出（シ 
ャッタースピード）を記愤ずる機精です。逆光時 
での撮影や、動く被写体を一定の濟出で連精撮影 
するときなど、盛出を固定したいときに使います。 
；><インスイッチを ’’ AEL " にセットすると、セッ 
卜時点の螺出がカメラに記情され、そのままシャ 
ッターボタンを押すと背置の変化に関係なく記憶 
された霜出でシャッターが切れます。 

1 意図ずる構図のラち、まず主要被写体にファ 
インタ‘一の中央部分を向け、メインスイッチ 
を " ON " — " AEL " に切り替えまず。 

これで霞出び固定 "( AE □ック)されます。 
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• AE □ック中は、ファインタ I — 内シャッタース 
ピード表示び点減に変わります。 

• AE □ックのセットは、ファインタ‘一内表示が 
点'なしているときに巧ってください。 

•このカメラは、 AE □ックの方式としてシャッ 
夕ースピードを記憶しています。 AE □ック報 
に絞〇を舉えると盛出おが変わります。 























2 フアインダーを元の意図した構図に戻して撮 
影しまず。 


■ AE □ック中は、魔出が記憶され続け、何度で 
ち同じ茲出値で撮影できます。表示は省題のた 
め16秒経適をに消なします。 



■連続撮影（ドライブモード " CL " " CH ") す 
るとさちあらわ、じめ被写巧の明るさを AE □ッ 
クしておけば背髮の変化による影怨を受けずに 
同じ盛出の写真が得5れます。 

■ AE □ック中に盛出補正夕‘イトルを変更すると、 
ロックした値を基準にして補正します。 
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〈3. A •目 • C 撮影 （3 コマ連続自動露出補正)〉 

この亡ードにセットずると、自動的にスタンタ’一 
ド、オーバー、アンダー、と3段階の雜化バ U エ 
ーシヨンで連続做影びでさます。 

非常に微妙な讓出集件のちとでち、遜化满定に気 
を取6れることなくシャッターを巧し続け、チト 
ンスを確実にちのにすることができます。 

* A • B ■ C : Autmatic Bracketin 旨 Control 

1 A •己- C レバーを動かし、補正幅をセットし 
まず。 

A ■ B • 日鼠影に切り曾わります。補正幅は±日.己 EV、 
± ] EV の2裡類が語をできます。 

♦髓り您先オートでは、揣影するごとに測光し直 
し、そのとさの測光値に対して補正を巧います。 
周駐の明るさの変化による嚴懲を受けずに A ■ 

B • C 擺影がしたいときは、あらかじめ AEn ッ 
クをしてか5縮累ミすることをおすすめします。 

• ドライプモードが " CH " でフ オーカ スモード 
び "SAF" の 場合は]コマ目の靡出を基華にし 
56 て欄正します。 



• マニュアル撮影ではセットしたシャッタースピ 
ードに対して滿正を巧います。 

♦巧化補正ダイヤルを‘’ 0" LU 外にセットすると、 
その補正値を基準にした A•B■C 赖影になり 

ます。 

• A • B ■ C 縮影が終了した5、がず A .巨 .C レ 
バーを’‘0 ’’ （A . B ■ C 指憎がかくれる估覆） 
に戻してください。 

• スト□ボを併用する A • B • C 撮おはできません。 





2 ドライブモードを連続撮影 " CL "、" CH " に 
してシャッターボタンを巧し続けると、セッ 
卜した補正値に従って、スタンダード、オーバー、 
アンダー、の順で撮影し、3コマ撮影し終わると 
止まりまず。 ドライブモードを ’’ S " にすると1 
コマごとの A ’ B . C 撮影にな0ます。"む’‘ 
にすると、シャッターボタンを押したを、10巧 
緩 連続愼を による A •目- C 極影になります。 

A •目- C 愤數中は撮影順序を示すため、フィル 
ムカウンターび;たのよラに変化します。 

スタン ダード； 兩方のがび点 •ぶ 

オー パー： ぶ 卸の 化のみが.さ 巧 （ファインター巧‘+‘表を) 
アンタ ー ： ち 側のおのみび瓷巧（ファインター巧。 一’ 表示） 


- C 瓶おを 巧った 巧台は巧 


3で目（な渚:巧返し） 

1、が- スタンタ’‘-ド 

倍お 省す 

し/- 1- \ '-'つ —* ".、 

表ち：をち点戚を側点滅ち側なお 左ち 点滅 

• 補正幡がカメラの補正嚴巧を越えるときは、限界補を 
懼で播おされまず C 

• 途中で中止す るとをは 、 A •日- C レバーを’びに 
してください， 

• A • B . C 作が!やにメインスイッチを — OFF " にし 
て再度 " ON " にすると 、 A ■ 日. C 摘おはまた]固 
目より祕に3コマ分巧わむます。 


例えば18コマ目か 5 A •日 
のよラにな0ます。 

1〕マ目 2]7目 

補 丈： スタンダ’-ド ト が* 
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卜ごが爆風 


室内や夜間の撮影では、ストロボの使巧をおすす 
めします。この力ラとコンタックス TLA フラッ 
シユシステムを組み合わせると、カメラ側でスト 
□ボ光を自動制細する ’TTL ダイレクト測光"に 
よる播おび巧えます。 

〈 TTL ダイレクト測光による撮影〉 

1 カメラに TLA ストロボを取り付け、スト □ 
ボの電源を入れます。 


2 スト□ポを " TTL 才ートモード"にセットし 
ます。 

巧軍が完了するとファインダー巧に ”4’’ マーク 
が点丹し、次のよラにシャッタースピードび自動 
セツトされます。 
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■絞り歷巧オート （AUTO) のとき 


自®セット 
自然巧の測光値シャッター 
スピード 

16申ぶ〜1/巨日砂1/目日秒 

1/日日秒 ] /日0秒 

〜1/2日日秒 〜1/2日日砂' 


1/2日日秒を越え 
〜1/巨000抄 


1 /200秒 


ま示 

’日日"び点灯 
■■日日’〜 
■200"び点口 
.200— び点の、 
マークげ点滅* 


* 盈化オーバーにな0ます。絞0を絞り込んで 
ークが消えるよラにしで溫乾してください。 




■マニュアル露出 、 X (スト□ポ )、 B (バルブ) 
のとさ 

マニュアル巧出のときはシャッタースピードは自 
動セットされません。必ず’’ X ’’または1/12已 
秒じ I 下にセットしてください。セットしたシャッ 
夕ースピードがファインダー巧に点巧表示されま 
す。 

" X "のときはシャッタースピードび1/2日日秒に 
セットされ、ファインダーのに "2 日日’‘が点‘灯 
表示されます。 

"日’’のとさは"バルブ撮影’’にな0、ファイン 
ダー內に ‘‘ t ) Lb ’’ が表示されます。 


3 絞りをセットして撮影しまず。 

絞りは、使用するスト□ボの取扱説明蜜にお 
って決めで < ださし、。 

スト□ボが自動]制御され正しい露化になったとき 
は、擺お後ファインタ’一内’’4’’ マークが2砂間 
点滅します。 

•撮影を、’‘ 4" マークが点減しないとさは品出 
アンターになりますので、絞りや撮影距亂を変 
えて撮數し直して < ださい。 

•近接撮影時" 4’’ び摇影を点滅してち頸出才 
ーバーになることびあります。スト□ボの取巧 
説明垄記脱の帳影範圓で撮影してください。 

• A ■日- C レバーは、必ず‘‘订’にしてくだご 
い。 

• ドライプ亡ードび " CL ’’、" CH " (連続揣影） 
の場合は、発光間隔などストロボの性能をご確 
詔の上ご使用 < ださい。 

• フィルム感度はに日2已〜800に連動します。 
(落出補正は含みません。） 
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〈ス n — シンク n 撮影 > 

スト□ボ撮影で、人物を撮るなどのとをに、夕票 
や夜景などバックの情景ち生かした撮影を巧うに 
は]/ 3 0秒攻下のス n —シンク□撮影が有効で 
す。 

TLA スト n ボの TTL オートモードを利用すると簡 
単な操作でス□ーシンク□撮影び行えます。 


n 通黑のスト□ボ报振 

■ "絞り歷巧才ート （ AUTO )" のとさ 

棉図を巧め、メインスイッチを "AEL" にセット 
します。シャッタースピードが、自然光の測光値 
に n ックされますのでスト□ボの巧雞完了を確認 
して擺影して < ださい。 

■マニュアル語出のとさ 

シャッタースピードを1/30秒じ(下にセットしま 
す。絞りを動かして "T" が点口するようにし、 
スト□ボの巧聖完了を確認して撮影してくださ 
い。 

• ス□ーシンク n 撮影ではシャッタースピードが 
遅くなりますので、カメラぶれ防止のたがに Z 
脚をご使用ください。 



〈デイライトシンク□撮影〉 

屋外の備影時に、たとえば強い曰差しの下や逆光 
下でそのまま人物を撮影すると、人物は暗くなり 
びちです。このよラなとさは、 TLA スト□ボを 
使って T T L オートモードで撮影すると人物も背 
をもされいに}岳写することびでさます。 



スト□ボを惟吊しな 
し''場合 


■ "絞り壓巧オート （ AUTO )" のとき 

スト□ボ 巧语 完了後、‘‘▲‘‘が点滅した場合は、 
絞りを絞って‘を消して樞影してください。 
■ "マニュアル露出"のとを 
シャッタースピードタ'イヤルを‘’ X’‘または 
"12 己’’じ(下にセットしてください。 

絞りを 謂 獲し、ファインター内經出マークが 
■ T 表示になるよラにして擺おします。 


〈露出補正ダイヤルの利用〉 

TTL オート摘影では、スト□ボの発光罪はカメラ 
の骚出補正ダイヤルに連動します。スト□ボ光 S 
を調整して効果を出したいとさは、盛お補正タイ 
ヤルを利用してください。 
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を巧シンク□描お 


〈後幕シンク n 撮影〉 

後駡シンク□は動定のある被写体をス□ーシンク 
□撮影すると定に効栗びあります。 

通常のスト□ボ撮影は、シャッターの巧潭が走行 
を終えた直後にスト□ボを発光させる「巧幕シン 
ク aj といラちまで撮影します。この力;^ラと、 
「後罵シンク □! 機能のある当がスト□ボ とを組 
み合わせると、後疆び走行を始める直前にスト □ 
ボを発光させる「を幕シンク□」という方法がで 
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ホ巧シンク□播お 


をます。スト□ボ光で照らされた被写がの後ろに、 
自然光で照らされた被写がの動さが流れるよラに 
写り、自然な動きを表現できまず。 

•露巧制御は、適常のスト□ボ撮影（先幕シンク 
□) と同様です。 






〈 TLA ストロボ拟がのストロボによる撮影〉 

1 カメラにスト□ボを®付け、シャッタースピ 
ードダイヤルを" X " (1/2 日0秒）または 
1/12己お似下にセツトします。 



絞りは、使用するストロボの取扱説明書に従って 
ミ夫めてくだごい。 

♦ ダイレクト接点式でない、コードを必要とする 
スト□ボは、カメラ側面のシンク□夕ーミナル 
に接続してくだごい。 
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同じ画面に違う裡類の彼写体、あるいは同じ被写 
体を重ねて写し込むことによ0、独1きの写真表隔 
びでさます。 


1 ドライブモード切り替えダイヤルをを重露出 
モード "0" にセツトします。 

•表示パネルに"百’’マークが点滅表示されま 
す。 


6斗 



2 シャツターボタンを押します。 

] 回目の韶光を巧い、巧の湿光のためにシャ 
ツターだけびセツトされます。 

•表示パネルの"因‘' び点‘なに変わります。 

3 ドライブモード切り皆えダイヤルを" S " に 
します。 

表示パネルの"因‘’は点灯のままです.， 

• ドライプモード切り曾えダイヤルが "趣’’の 
ままでは;欠の露光;びできません。 




















4 再度シャッターボタンを巧しまず。 

2回目の經光を行った後、フィルムが送られ 
てを重露出ちードび終了します。 

3回む上のを を 露出を巧いたいときは、上記つ"で 
ドライブモード扭〇替えダイヤルをいったん‘ S ’ に 
した報、再度"画!‘にセットしてください。 ’0" 
マークが点'订から点巧になり、このげ態でシかッター 
ボタンを押すとさらに]回を 重猩 ホび巧えます。この 
操作を澡り返すことによ0、希望国]お分のを 重巧 出が 
巧えます。 



• 1回目强光の後、メインスイッチを OFF にする 
と、なに " ON " したときは多重顆出の続き 
(2 固目の錢光）になります。 

•を重茲出モードにセットした後、撮影開始前に 
他のドライブモードにずると多重を化は中止さ 
れまず。 

•] 回目經光摧の多重錫出は中止できませんので 
ごま意ください。 
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1 ドライブモード切り曾えダイヤルを"む" 
にセットしまず。 

2 ピントを含わせ、シャッターボタンを押して 

<ださい。セルフタイマーが作動し、 ] 〇砂藥 
にシャッターびのれまず。セルフタイマー作動中、 
カメラ前面のセルフタイマー LED び点戚します。 
•フオーカスモードが "SAF" のとさは、セルフ 
タイマースタート時にピントび□ックされま 
す。 ‘‘CAF" のとさは、セルフタイ‘マー作動中 
を連結してビントををわせ続けまず。 


66 



• セルフタイマー碼較時は兰脚をご使用ください。 

•踊おモードを’‘巨’’にセットしたときはセルフ 
タイマーは使用でさません。 

• セルフタイマー作動中にシャッターボタンを巧 
すと、セルフタイマー作動が最初に戻り、]日 
秒後にシャッターびのれます。 

• セルフタイマー作動を途中で中止するときは、 
メインスイッチを OFF にするか、ドライプモー 
ド切り曾えダイヤルを、化のモードに切0曾え 
て < ださし、 
































その他 



カスタム機能 


このカメラには、なの表のように、己項目の"カスタム槪能’’を指載しています。お買い上げ時は、標 
準的な牒能（内容露号"日’’）にセットしてあります。（この取扱説明害-では’’のが暖を説明してい 
ます。） 

カスタム磯能を変更したい場含は「カスタム磯能のセットのしかた」 （P72.) をご獲くだとし、。 
•カスタム.隙能をセットするとカメラの機龍や操作手順び変わります。この「カスタム儲能 J のべージ 
をよくお読みいただき、正しくご便用ください。 

〈カスタム機能一覧表〉 


內容ま号 


蝶臨 


巧更段定 


巧能番号 


1: AE ロックの方法 


メインスイッチを —AEL" にする。 シャッターポタンを半巧ししている間、 


AE □ックする。（スト□ボ充:坚完了時を除 
く） 


• メインスイッチによる逵続 AE □ック時 


は連爲 AE □ックが歷先します。 



} 島 お顆序か 才ーバー 


スタンダード 


アンダー 


アンタ‘一 
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内容番号 

お能番号 

3:フィルムきを房し 
時のフィルム残り 


4: マニュアルフオー 
カ ス時、 描が距巧 
のさねせかた 

5:を重否出摄巧の方 
ま 


CLE ： カスタム傑能 
のオールリセ 

.ツト 


揉準設定 
0 

フイルムをパト□-ネ巧に 
すべて巻を込む。 


フオーカスダイヤルを回して お影距强 
を合わせる。 



な 光するごとにドライブモード切り醬 
えダイヤルを操作する。 


巧更設定 
1 



フォー カス□ックボタンを巧しなびらフォーカスダ 
イヤルを回しておお距離を合わせる。 


ぶ1 


ドライブモード切り智えダイヤルを■因’’にセツ 
卜したまま、状況に応じて必要な回数のを 重强 出を 
巧うことびできます。 

ぶ2 


カスタム 機能 (1-5) の巧容をすベて 煩準 設定’ 0" に戻す。 

このげ態でメインスイッチを ‘ OFF ’ にすると、それまでにセットしたカスタム機能の内容 
びすベて 宿!巧教定 で’になります。 

• シャツターボタンの半巧し、およびそのまま約16秒経過してを標準記走： ‘0— になります 
のでま 意して ください。 
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《•1:この機能にセットすると、マニュアル- 
フ ォーカスで距離を固をずる ことびでさ 
ます。 マニュアル‘フォー カス (MF) 
時、フォーカス□ックボタンを巧しなび 
5 フォーカスダイヤルを回して撮影距離 
を合わせます。が 5 ない間にフォーカス 
ダイヤルび動いて不庙意にビント1 立憂び 
ずれるのを避けたいときや、あ 5 かじめ 
一を の距離にピントを含ねせておきたい 
ときなどに巧います。 



操作のしかた （"MF" にセットしておきます。） 
■力;^ラの測距機能を利用して距離を合わせると 
さ： 

被写体にフ ォーカスフレー ムを 巧け、 フ ォーカ 
ス日ックボタンを巧しなが 5 フ オー カスタイヤ 
ルを回します。「ち焦」表をになったところで 
フォーカス□ックボタンを離しまず。 
























■任意の距魏に合わせるとき； 

フ オー カス□ックボタンを巧しながらフ オーカ 
スダイヤルを回し、表示パネルに艳雪の厂距舗 
(数を)」を表示させてフオーカス□ックボタン 
を離します。 


(例）； 3m に合わせる。 


フ オー カス□ックボタン巧绅しなげ b フすーカス 
ダイザルを回す C 


(泰示パすル) 



フオーカス □ ックボタンを落ず 


ぶ2 :この機能にセットすると、ドライブモー 
ド切り督えダイヤルを"因’’にセット 
したまま、多重盈出撮影びでさます。状 
況に応じて必要な回数だけ多重な出び行 
えまず。ドライブモード切り替えダイヤ 
ルを U 因’’にすると表示バネルに U 因’ 
マークび点滅轰示され、シャッターを切 
るとなの涵光のためにシャッターだけび 
セットされます。ドライブモード切り曾 
え夕’イヤルを"因’’からイ也のモードに 
変えると、フィルムが送られ、多重經お 
び終了します。 

♦この機能を選がしているときは、多重 
涵出が憐了した5、"因’‘から他のモ 
-ドに戻すことを忘れないでくださ 

いご 
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カスタム儀能のセツトのしかた 




2秒谓巧す 

I /> 


機能證号 
巧宮當号 


边科 


〈カスタム機能のセットのしかた〉 

1 表示パネルび図のよラな表示になるまで（約 
1.2 秒間）、 " ISO ボタン"と"フォーカス □ 
ックボタン"を同時に巧し続けまず。 

図のような表ち（カスタム機能セットげ態）にな 
つたら、 —度ボタンから指を離してください。 


72 


磯 



2 " フ ォー カスダイヤル"を回して、セットず 
る「機能」の番号を選び、表示ごせまず。 

• フォーカスタ’イトルを回すと、「滞龍」の塞号 

び、 1- 一 2-^ -^己-一 ’’CLE’’ 一 1-(1； (下 

繰り返し）と変わります. 

3 " フォー カス □ック ボタン"を押して、「内容」 
の番号を選巧しまず。 

• フォーカス□ックボタンを)申すごとに「巧客」 
の数宇び変わりますので、セットする番号 
ro" または ’T ’） にしてくだごい。 




























4 メインスイッチをし、つたん " OFF " にしてく 
ださい。これでセット完了でず。 

•シャッターボタンを半巧しする、またはそのま 
ま約]目秒間経過してもセットび完了します。 










ケーブルスイツチンケツ 



ケーブルスイッチ L を接続するソケットで、ケー 
プルスイッチ L か5の翌気信号ををえ、シャッタ 
一を作動させます。 

• ケーブルスイッチを巧ってオートフォー方ス（― SAF ’ 
— CAF —) で摘おする場食はビント含わせを巧つたお 
シャッターが切れます。一瞬のシ トッ ターチャンスを 
ねらう摘巧では フォーカスモードをにしてく 
ださし、。 

• ケーフルスイッチソケットには、市威ごれている.一賴 
のメカ方式ケーブルレリーズは取巧けないでくださ 
し、.:，故猶の原因にな D ます,： 
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裏ぶたの取りはずし 



力;ラのおぶたは、壺脱ビンを押し下げて取りは 
ずすことびでさます。 
















































ZOLIZ 


このカメラには、シャッター幫画の反射光を測る 
‘‘TTL 実絞り測光’’（中央重点平均測光）とファイ 
ンダー横の受光票テで測る"外部測光’’の2通0 
の測光方式があります。外部測光は Ho! 〇呂 on P 
1 目 mmF 別こ使用し、その他のレンズは TTL 実を 交 
り測光になります。レンズを装着すると目動的に 
切0曾わ0ます。 

また、外部測光はデータバック GD-2 を使用する 
とさ-「蜡影時の頸化データ」の「概略 F 値」の算 
出にち使用します。 

測光窓び遮 b れないよラに'ま脅してくださし、 
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ホ〇ゴン 16mm F8 について 



ホ□ゴン]目 mm F 到ま超広角の特殊レンズである 
ため、使用にあたっては次の点にご留意ください。 

<1. ビューファインダー〉 

ホ n ゴン]目 mm F 8 使用時は、必ずレンズに付属 
のビューファインダー （ GF - 1目 mm ) をご使巧 
ください。ビューファインダーは、カメラのアク 
セヴ U —シューに止まるところまで確実に差し込 
がます。 
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1撮影範囲： 撮影跑離により、ビューファイン 
^ 夕'一で見える 銷 囲に巧し、実構に写る 節 固は 
およそ図のようになります。この図を目安にして 
墙國をミ夹めてください。特に約] m よりお距離で 
協おする場合は、被写体が幡影 画面 か5はみ出な 
いよラ、余裕を持って t 岳 図を;'夫めてください。 
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下向さにしにとき 

2 水準器： このホ□ゴン ] 6 mmF 8 は、，超広角 
のためわずかな上下の傾きでち作画に大をく 
累ミ懲 を与えまず。ビューファインダーには水華器 
び巧商されていますので、運築牺やほなどび平行 
に見えるように擺影する福音は、水準器の"球’‘ 
が中央になるよラにして櫃影してください。 



<2. ピントの台ねせかた〉 

ホ□ゴン1日 mmF 8 のビント合わせはレンズの匪 
謎レバーを手動で動かして巧います。オートフォ 
-カスにはなりません。被写体までの距離をレン 
ズの距離指標に合わせて磕影してください。 


被写体までの距離の測定（測距）には;欠頁の方法 
びあ0ます。 



















1 目測： 目分墨で距離を測0ます。 

2 カメラの測距機能を利用 抑〜約0.己 m まで）： 

フ オーカ スモー ドを " SAF " にして、カメラフ 
ァ インタ’一内のフォーカスフレームを被写体に向 
けてシャッターボタンを半押しすると、ま示パネ 
ルに被写体までの距潍 [ m ) び表をされます。 
•ピントび合せ5れない表示がでたときは、いっ 
たんシャッターボタンから指を離してくださ 
し、。再度シャッターボタンを半押しし、ピント 
が合ったことを礎認してか 5ファ インタ’一から 
呂を離し、距離を読み取ってくだごい。 

3 メジャーで実測 (〜日. 3m まで）： 

カメラの "A — マーク（距離基準指標）から 
被写がまでの距離を測ります。 
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〈3.露出について〉 

ホ□ゴン1日 mmF 8 の明るさは、 F 8 (固定）で 
す。絞りの謂節はでをまはん。 

•マニュアル露おの場含は、シ 1- ソタースピード 
で謡出を謂節してください。 

•ホ□□ン l 6 mmF 8 を取り付けると、測光方式 
は自動的に"外部測光’’に切り曾ね0ます。 


〈4.グラデーシ ョン フィルタ ー4 X について〉 

ホ□づン l 6 mmF 別こは、超広角レンズ特有の周 
ぶ光壁低下があります。この特性を活かした撮驗 
l - U がに、画商周辺まで活かした瓶影をしたい場を 
はレンズに付席のグ ラデーションフィルター 4 X 
を併用しまず。 グラデーションフィルター 4 X を 
使用するとをは 靡 出の補正を行ってくだごい。 
•絞〇帶うちオートのとをは、 恐 化補正ダイヤルを 
■‘+2’’ にします。 

•マニュアル憩ホのときは、シャッタースピード 
を2段階遅くします。 








〈5.ストロボ撮影について〉 

TTL タイレクト測光によるスト□ボ撮影はできま 
せん。外部測光才ートストロボ撮影、またはマニ 
ユアルスト□ボ撮影を行ってください。 

♦スト□ボは、シンク□ターミナルに接続してく 
ださい。 

♦ レンズの画角び広いため、周辺まではスト□ボ 
光び巧きわたらない場合びあります。 


〈6.その他のま意事頂> 

画角び広く、且つレンズの長さび短いたゆ、カメ 
ラを持つ手等、を分なをのび写らないよラま意し 
て<ださい。ケースをつけての撮影では指び写0 
込みやすいので、特にごま蔥< ださい。 


写る範囲 
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レンズの一般的性質として、ある被写体にピント 
を含わせたとき、被写が自身が鮮明に写るだけで 
なく、その前後にを辭目月に写る範囲びあります C 
この飽囲を被写界深度といいます。 

この被写界深度を利巧して、被写体のみを 自が 月に 
写し背寮をボカしたり、あるいは被写がも 背揖も 
辩明に写すことびできまず.:，別記の表を参考に撮 
度してください。 
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同じレンスでの被写巧深度は;夕のように恐ヒします。 

r 絞りを絞0込むほど被写界深度び深く、開放に 
するほど浅くなります。 

2被写体の距難び遠いほど被写界深度び深く、お 
し M まど浅くなります。 

3ピントを合わせた後方に謀く、前方に浅くなり 
ます。 

また巽なるレンズでは、 焦点距 謎の短いレンズほ 
ど深く、焦点距離の長いレンズほど浅くなります,:, 





〈被写巧深度表 ( m )〉 


レンズ 

巧 

0 




描お距雜 （ m) 





値 

1.0 

1.2 

1.5 

2.0 

3.0 

己. 0 

10.0 

〇〇 

日 logon T* 

F4 

0.8-1.3 

1. Q -1.6 

1.1 〜 2.2 

1 .4-3.5 

1.8 〜 8.7 

2.4 〜 W 

3.卜- W 

4 .己 与 》 

F 曰 

07-17 

0.8〜互4 

0.9 〜 4.1 

1.0 〜 '1 己 

1 .3 〜‘の 

1 '巨、™ 

1 .9 〜 M 

2.3 〜 《 

21mm F2 .日 


F16 

a 日 6 〜目 

0,62^00 

Q -7 〜の 

0.76 〜 W 

0.8 巳〜00 

0.日 6 〜 00 

1.1 〜 〇〇 

1 ぶ〜 00 

Bio 負 on T* 
28mm F2.8 

F4 

日. 9 〜 け 

1。 〜け 

1‘2 M 〜目 

1.己〜2.9 

2.0-57 

2.8-25 

3.8 〜。。 

扛 2 〜 M 

F8 

0.8 〜 1.4 

0 .日〜' L 9 

1. 0-2.8 

1.吕〜己.3 

1.6 〜 60 

1 ,9—00 

2.4 〜w 

3.1 〜 W 

F16 

日.日〜ぶ.已 

日' 7-4.4 

0.8 〜を〇 

0.9 〜 w 

L 1 〜的 

1 ，吕〜が 

1 

1' 日- -00 

Planar で 
35mm F2 

F4 

日'9.、-1.0 

1.1 〜 1.3 

1.3-17 

1.7--2.4 

2.4 〜斗日 

35-8.6 

5.4-62 

12 〜 M 

F8 

0.87-- 1.2 

1。 .5 

1.9-2.0 

1甘 一 穿日 

2. 日〜日。 

の〜 3日 

3. 8 〜み 

目.0.- 一が 

F16 

0.8- 1 .4 

〇夕 〜 1 .呂 

1.0 〜 2.9 

1 .2 〜已 .7 

1 .己〜 CO 

1.9"' 领 


3.0 -® 


F4 

0.95-1.06 

1.13 〜 1.28 

1'4〜1.目 

1.8-2.3 

2.目〜 3.6 

3召--ス〇 

6,3-25 

17 〜《 

Planar T* _ 

45mm F2 

F8 

0.9 〜 1.1 

1.1-1.4 

1.3-1. 8 

1 .6-2.6 

2ぶ〜4.目 

32〜に 

4. 6 〜の 

8,4-co 


F16 

曰'8 〜 1,3 

1.0- 1.6 

1.1-2,3 

1 .4 〜 3.7 

l '8 -H 日 

2.3、^ 

3,0 〜《 

4ぶ〜00 

Sonnar T* 

日 0mm F2.8 

F4 

0.99-1,01 

1,18-1.22 

1.47-],53 

1.日日〜2.0己 

2.日'-- 3.1 

4 .日、ち'4 

泣 6 〜 に 

巨〇〜 M 

F 日 

0.98 〜 1.02 

1.17-1.24 

1.44-1.56 

1 .89-2, 12 

£.8-3.3 

4.3-5 .日 

7.曰〜1己 

30--〇〇 


F16 

日ぶ 己〜 1.日日 

1.13 〜 1.28 

1.39-^1,63 

1. 舶〜 2.2 目 

さ.日〜 3.7 

3 お〜 72 

邑.1〜£已 

1己 〜 OT 


规売〇アクセサ y — 



く CONTAX データバック GD -2 
(マルチファンクシヨンタイプ）> 

コンタックス G 2 D にはこのデータバック GD - 
2が標華裝術されています。 

コンタックス G 2 の 巧ぶ たと交換して使用する、 
マルチファンクシヨンタイブのデータバックで 
ず。フィルムの展初の2コマに倦彩時の 巧 出デー 
夕を一括して写し込む「まとめ写し込み」機能と、 
それぞれのコマ間に曰巧けゃ潭出データなどを写 
しおむ「コマ問写し込み」撒能があります： 
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併用することむでさますので、「まとめ写し込み」 
をセットして巧おデータを記録し、「コマ間写し 
ぶみ」で曰巧けや時刻あるいはカウンター数値な 
どをコマ間に写し込み、写廣の分穎り巧出データ 
の保存と整理など幅広くこ速用いただくことがで 
きます。また、カメラの巧動をコントロールする 
インターバル版影機能ち搭載しています。 

まとめ写し込み機能 

鲁コマの撮影時の經おデータをカメラげ記憶して 
おいで、フィルムを巻き戻すときに、あらかじめ 
空をりしておいたフイルムの最视の2コマにまと 
ゆで写し込みまず。 

■写し込む巧留： 

1フィルムを装慎した曰時 （年-月•曰-時） 

2使用カメラで2’’ 

3 猛出データ（盛出補正恒、シャッタースピード、 
概略 F 値ド）、竊出モード） 

4コマの蛋号（已コマごと） 

5 巻さ戻しをした曰時 （年 ■月-曰 •時） 
































コマ間写し込み機能 

フイルム コマ 間に夕の呂つの モー ドから]つ選ん 
で写し込むことびでをます。 

1日付け件•月•日） 2日付け（月-日■年） 

3日付け（日-月-年 ） 4時刻（日‘時-分） 

5撮影時の露化データ（湿化補正帽、シャッター 
スピード、概骼 F 値ド）、滋化モードまたはキ 
ャラクター2文字） 

6カウンター数値 （4 的の積算カウンター+フイ 
ルムカウンター）+キャラクター2文字 
7巧意の目析固定数値十キャラクター2夕罕 
8写し込みなし 

(*) 「謡江!データ」の中の「概略 F 圆は、カメラの外部測 
光をネ I 拥して巧るごを測り、その値を基に F 値に換算 
し概格値として表示しています。 F 値の目安としてご 
欄くたでし、 

• フイルターを 取り付けにときは フイルターの 溝 
出倍数び加算された値になります。 

インターバル撮影 

設定した時刻より一志時間ごとに、設定した摘影 
回数分目動的に幅おする機能を眉載しています。 
時間の结遏による変化を賴察する撮辭や無人擺影 
に便利です。 


r まとめ写し込み J の例「コマ間写し込み」の例 



一 


一 

□ 


□ 

□ 


□ 

•.こ む 


□ 


□ 

□ 


□ 

□ 


□ 

□ 


□ 

□ 


a 

□ 


ご 

□ 


□ 

□ 


□ 



(説明のために固をしたもので 
実短の责示とは夏なります。） 
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G 2 



P - 呂側売り） 


CCONTAX ノ \つーパックアダプター GP -1 〉 

G 2 に外部遇源 CONTAX ノのーバック P -8 ( 別 
売り）を使用するためのアダブターです。 

パワーパック P - 目は、1.已 V 単3お乾驅地4本、 
または1 .2 V 単3おニッカド逗池4本を使用するが 
部集源です。寒為地など、気溫の借い場所で、を 
ごの影鷄による題池の性能低下を巧ぐために、力 
メラのが部で電源を保溫しなびらおおするために 
利用します,： 
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■取り付けかた ■ 

1 カメラにパワーパックアダプタ ー GP -1 を取 
り付けまず。 カメラのリチウム 軍 池を取り 化 
し、代わりに G 戶 -1 をはが込み、回して固定しまず。 

I パワーパック P -8 に電池を装填します。 
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1 ) のーバ ック戶 -8 に巧厲しているバッテリーケ 
ース に、表示に従ってを 3 お電池 4本を入れ P - 
8 本体に取り付けます C 

2 P ぶ本がをジャケット（ケース） に 入れをす。 













3 パワーパック p - 目のコード巧端のプラグを、 
アダプター GP -1 のソケットに差し込みまず。 

• 撮影の際に、パワーパックを防寒具の内側など 
に入れると、より保温の効果を高めることがで 
さます。 

•堪池を交換するときは、種類の違ラものや古い 
をのを混ぜたりしないで、4本とも同じ種類の 
新品 谭 池を同時に交換してください。 

•パワーバックを長期間使用しないとさは、壁池 
の漏液を防ぐため、バッテリーケースから畢池 
を取りはずしておいてください。 

•接続コードの取りはずしは、コードを引っぱら 
ずにプラグ部を持って行ってくださし、。 


■ P -8 の仕様 ■ 

構成： パワーパック本体、バッテ1」ーケース、 
ジャケット（ストラップ付さ） 

コードの長さ： 1.5 m 

覃源： 1.己 V 単3お乾電池4本、または 1.2 V 単3 
おニッカド電地4本（単3おマンガン乾逛 
池は電池 容猶 げかないためご使用になれ 
ません。） 


■使用逗池と撮影本数 ■ 

(24 枚おり、新品ち地博用、当社播影署華による） 

バッテリー種巧 巧温 

1.已 V 単3形アルカリを 巧 池4本 約2巳本 

1 .2 V 単3おニッカド巧池4本 •約10本 

‘ニッカ ド逗 姐はフルお巧して使苗したとき。 

ぶな情‘ が挽の一郎を予富なく変更ずることがあります 
のでご了承ください。 
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席点距蟲目盛り 
レンズお悟 

|_ 

画角指 巧 

レンズ取りはずし' 
ボタン 


面角リング 



ホ角 


□ック解隐ボタン 


〈CONTAX マウント アダプター GA-1 〉 

G 2 に、 CONTAX —眼レフカメラ用カール ツァ 
イスレンズを取付けるためのアダプターです。 
ピントをわせは、レンズの距離リングを手動で回 
して巧います。 
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レンズ レンズ 


レンス側指標 赤点 指巧 

ホ品 _’ __ 



レンズ マウントアダプター カメラ 

GA -1 


■取り付けかた ■ 

r カメラにマウントアダプタ ー GA -1 を取付けま 
ず。 

マウントアダプター GA - 1のホ点をカメラのレ 
ンズ指標に含わせてはめ込み、時計ち向へカチ 
ッと音びして止まるまで回してお付けます。 






























えマウントアダプター GA -1 にレンズを取付けま 
ず。 

マウントアダプター GA -1 のレンズ指標にレン 
ズ側のホ点を合わせてはめ込み、：1;と同様に取 
巧けます。 

る取付けたレンズの焦扇距雜をマウントアダプ 
ター GA -1 にセットしまず。 

マウントアタ‘フター日 A -1 のロック解除ボタン 
を巧しなげ b 画角リングを回し、レンズの焦点 
距謎を画角指標に合わせてください。 

合わせた焦点距離に連動して、ファインダーの 
画角が変わります。 

わットできる画角は、焦点距離 28 mm 、 
3日 mm 、 日 0 mm 、60 mm 、 8日 mm のレンズ 
です。 

• マウントアダプターにない焦点距謎のレンズ 
を使用する場含は、最も近い値にたットして 
ください。 




巧しなびら回す 


レンズをマウントアダプターか5取りはずす 
とさは、マウントアダプターのレンズ取りは 
ずしボタンを巧しなが5レンズを反時計方向 
に回して取りはずします。 

マウントアダプターをカメラか5取りはずす 
ときは、カメラのレンズ取りはずしボタンを 
巧しなげらマウントアダプターを反時計方向 
へ回して取りはずします。 










■攝影のしかた ■ 

1撮影距離を測り、レンズにセットしまず。 


「カメラの測距機龍が使用でをる場合 J 

まず、力ラのフオーカスモードを " SAF " に 
し、シャッターポタンを半巧しします。表示パネ 
ルに撮影距離が表示されますのでレンズの距離 I 」 
ングを手動で回して距離をセツトしてください。 
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r カメラの測距機能が使用できない場合 J 

目測、またはジャー等で匯難を測り、レンズの 
距離リングを手動で回して距離をセツトしてくだ 
さい。 

《レンズの焦点距離およびレンズ外径により使用 
方法が変わります。詳しくは9日〜91ページを 
ご览ください。 



2 括図をミ夫め、レンズの絞りをセットして攝影 
しまず。 

被写界深度を利用して確実にピントを合わせるた 
め、レンズは F 4 より絞って撮影してください。 

測光は、 TTL 実絞り測光"になり、絞り懐先才 
ート撮較わ’、'巧えます。 

• ファインタ‘一にレンズ銷调げ見えることがあ 
りますが、実画面には現れません。 
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■カメラの測距機能び使用できるレンズ 


レンズ焦点距巧 
レンスが径 


2日 mm 〜日己 mm 


28 mm 〜 85 mm とは異なる 
レンズ 


日 66mm 未満のレンズ 〇〇〜 ]m のを囲で測距機能び使用できバララックス 

が補正されるレンズ 

Dista 邑 on T * : 28mmF2、28mmF2.8 

35mmF2,8 
TessarT ネ : 4己 mmF2 .目 

Planar T* :日日 mnnFl.4、50mmFl.7 

の〜 3m のお囲で測距磯能が使用できバララックス 
が補正されるレンズ 
Makro-PIanar T* : 60mmF2.8C 

SonnarT* ； 8己 mmF2.8 


ファインダーの画角は取り 
付けたレンズの画角と異な 
ります。 

マウントアダプターの画角 
指巧をレンズの焦点距離に 
最も近い値にセツトして、 
目安としてご使用ください。 
また、パララックス補正も 
運動しませんのでご注思< 
ださし、。 


ぉバララソクス . ファイングーで見えるお固と票思に写るお囲のズレ：满董。 

• レンズ列语よりも、その列语が大きくなるフード、フィルターを装洁すると力ラの剧を搜能び正しく作骑しなく 
な0ますので、巧用しないでくださし、 
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■カメラの測距機能び使用できないレンズ 


レンズ焦点距離 
レンズが径 


28 mm 〜 85 mm 


28 mm 〜 85 mm とは臭なる 
レンズ 


066nnm む上のレンズ 目測やメジャー等で測った距離を、フォーカスダ 

イヤルを回して表示バネルにセットすると、バラ 
ラックス補正が連動します。 

〇〇〜1 m の巧囲でパララックスび谦正されるレンズ： 
焦点距醫が2 8 m m 〜60 m m のレンズ 

W 〜 3 m の睹囲でバララックスが補正されるレンス： 
焦点磨推が8己 mm のレンス 


ファインダーの画房は取り 
付けたレンズの画角と異な 
0ます。 

マウントアタ’プターの画角 
指標をレンズの篤点跑酷に 
おち近い値にセツトして、 
目おとしてご使用ください。 
また、バララックス補正も 
連動しませんのでご注巧く 
ださい。 


• 力ラにマウントアダプター GA -1 とレンズを装着して使用するときは、力ラに無理な力び加ね b ないよう、必 
ずレンズ剛を持つて滿おしてくだごし、。 

また、持5運ぶ探も、レンズ働を持って運んでください。 
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〈 CONTAX スタンダードケース GC -21、 デ 
一タバック付きカメラケース GC -22> 

コンタックス G マウントの力ールツァイスレン 
ズを装着したまま収納できる速写タイプのセミ 
八ードケースでず。ボディケースとフ□ントカ 
パーを巧離することができまず。 

日日 mmF2.8 を収納でさるフ□ントカバー□ン 
グ GC >2]2 (別売り）に交換して使用できまず。 


ヶース 適合 

カメラ+ホ□コ'ン1目 mm F 8+ 
グラデーシヨンフイ;! L /^~4 x 


スタンダードケース 

GC -2 K 

デ—タバック付き力 
メラケース GC -2 吕 

( G 2 D 用） 


カメラ+ピオこ[ンで31 mm F 2.8 
+フイ一 0枚）+ 

レンスキヤッフ GK - 已1 

カメラ+ビオ3’ン T *28 mm 
F 2.8+ フィルター (1 做+ 
メタルフード GG -1 + 

メタルキヤッフ0己7 GK -54 

カメラ+プラナー下*3己 mm F 2 + 
フイ ルター （1 枚） + 

メタルフード GG ~1 + 

メタルキャップ0己 7 GK - 己4 


カメラ+フラナーで4已 mm F 2 + 
フイ JL /^—(1 柳+ 

レンズキャップ GK -4] 
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ケース 


適さ 


フ□ント カバー 
□ング GC-212 

( GC -2 K GC -22 
に共通使用） 


カメラ+プラナ ~ TM 5 mm F 2+ 
フィルターり械+ 

タルフード GG - 2+>1タルキャ 
ップ0已7 GK -54 

カメラ+ゾナー "reo mm F 2— 8+ 
フィルター (1 枚）+ メタルフー 
ド GG -3 (フードは逆向きにはめ 
込んで収納）タルキャップ 
057 GK -54 


まなかが 


型式： 35 mm フォーカルプレンシャッター 

式 AF レンジファインダーカ少ラ 
画面サイズ： S 4 x 36 mm 

レンズマウント： コンタックス G マウント 

シャッター型式：巧 デ制細す が 走行フォーカルフレンシ 
ャッター 

シャツター スピー ド： AUTO ... 1目巧〜！/日000.秒、 
マニュアル . . B、 X (1/20 日秒)、 

4秒〜1/4000巧 

シンク□接点： X 接点 （1/20 日秒な下で 同巧)、 

夕'イレクト接点、およびシンクロター 
S ナルが 

セルフタイマー：巧 子す、 作が時間； 0秒 

シャッターレリース：巧子 レリーズ方式、専用ケーブル 
スイッチソケット巧 

焦点調節： 才ートフォーカス.マニュアルフォー 

カス切〇 曾え式 

測距方式： 整おち 強化型外部パッシブ方式/ホ外 

檢 アクティブ方式併用 

測距巧出範围（旧010 0) : EV 3 〜1召（パッシブち式） 

才ートフォーカスモー ド： SAF (シングル.オートフォ 
ーカス ）、 CAF (コンテイニュアス- 
才ートフすーカス） 
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巧出制御： 絞り お先オート 皆 マニュアル 屈 出 

点 T T L 才ートスト□ポ半マニュア 
ルストロボ 

測光方式： TTL 実絞り測光(中巧 ま 点平均測光)/ 

外部測光（装 宿 レンズにより 自動 巧り 
替え） 

測光連動絕围 ( IS 0100, F 2) : 

TTL 実絞り測光'' - EV 1 〜19 
が部測光… E \/3 〜19 

フィルム感度連動超困： 

DX コードによる自由 (1 殺ミお''' 1 S 日2己〜已〇日0、 
マニュアル殺を時..'に06〜6400 

AE ロック： シャッタースヒード記憶方式 

度出補正： 十 2 EV 〜 — 2 EV (1/3 ステッフで設 

お可能） 

A • B • C 機巧 ： A •巨- C レバーの設定による、经出 
備正梅 ±0.5 EV /±1 EV 

スト□ボ調光連苗)方式： TTL タイレクト課光方式 

ストロボ同調； 單用スト□ポの巧 巧 完了によ0シャッ 
タースピード自動開り替え 

後幕 シンクロ：後溝シンク□機能のある当社スト□ボ 
と組み含わせることにより 可能 
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ファインダー: 

実儒式ズームファインダー （28 mm 
〜目 0 mm の 巧國で 装着レンズに連動） 
• 視野率90%、 • 倍率0.日7倍 
(4 已 mm レンズ、 W 、 視度一 1 D のとき） 

ネ貝度補正： 

視度缩正機構内蔵、 


•補正巧强 +0.3 D -- — 2 D 
ファインダー内表示：巧 K 辭囲枠（バララックス自動補 
正）、フォ'カスフレーム、 測を 表示、 


表示パネル： 

シャッタースピード、 巧. 出マーク、 巧 
出锦正表を、スト□ポマーク 
浦 影距锁/フイルム惑度、 多重な 出マ 
ーク、カスタム機能表示、バッテリー 
g 告マーク 

フイルム装填： 

オート□ーデイング式 

フイルムカウンター "or までの空 

送 0 磯谓巧 


フィルムき上げ： 巧藏モーターによる自動き上げ 
フィルム尝戻し： 內蘭モーターによる自動卷戻し（才一 
ト リターン/才ー トス トッフ機谓） 途 
中巻戻し可能 

ドライブモード： ] コマ、 連涛 にし CH )、 セルフタ 
イマー、多を 巧ぶ 



営き上げ速度：連綺おわ ( CH モード） お再的 4コ 
マ/巧（新 昂里池 便 巧、 巧歳 、当を 描 
お基遭に よる） 

フィルムカウンター：自動海元頌巧瓦、 A ’ BC 表示 
アクセサリーシュ ー :ブイレクト X 接点 （TLA スト□ボ 
連もう接岳付） 


カスタム傑能： 

1 AE □’ックの方法、2 A ■ 目 .C 罹 
お順巧の巧り替え、3フィルムきき戻 
し時のフィルム煤り、4マニュアルフ 
す一方ス時、ががを链の含むせかた、 

5多重巧出插おの方法 

* ぶた： 

巧ぶた問放 y ブによる問が式、着脱巧 
龍、フィルム谨热おけ 

巧源： 

3 ViJ チウム巧旭（仁 R 2) 2個使用 


バッテリーチェック： 自おチ T ック式慶ちパネルに表 
示 

フィルム撮お本が： 24巧很りフィルム钓扫日本（新品 巧 
沿1ま巧、ち逼、当な 巧お 基準によミ0 


寸志質■: 

コンタックス G2 :139 ( 觸 X80 (岳ご；！ X4 已；吳 
巧き） mm、 已60呂[本なのみ、 

巧泡別う 

コンタックス G2D ，データパック GD -2 巧き:：： 

]39【饱： X80 【巧-さ'‘ X己3 ;奧 
巧き） mm、 已9己旨（逗池を） 
凉化様’が観の一部をず告なくををすることかありま 
すのでご了承くださし、 


本製品の樵能をフルに活用していただくためにを、 
交換レンズ、およびアクセサリー巧は当社巧品のご 
使用をおずずめしまず。 コンタックス用として市販 
ごれている他な製品を使用して生じた 巧 故や故障に 
ついては、当社ではィ呆証いたしかねます。 


巧ぶた活断ビン 
スプール 

フォーカス n ックボタン （ P 3 日） 

フォーカスモード坊〇智えタイヤル （ P 3 日) 
シザッター留 
ファインダー接眼部 
捕度謂をつまみ—— 

( P 20) 

フィルム固定曲~ 



巧ぶた開放ノブ 
途中香戻しボタン （ P 32) 
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各部のを祿 

フィルム確强窓 


If ぶたの 


バッテリー室-•バッテリー室カバー 
データバック用接点 
云脚にじ巧 
DX 接点 
フィルム室 

(•) データバック日 D -2 巧きボディ日 2 D ではデータパッ 
ク GD -2 巧誇おされていまず C 

































